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き

し

金
沢
城
は
、
東
西
六
町
十
五
問
、
南
北
六
町
八
問
、
総
面
積
は
九
万
一
千
六
百
三
十
坪
で
、
本
丸
・
東
の
丸
・
薪
の
丸
・
玉
泉
院
丸
・

二
の
丸
・
北
の
丸
・
藤
右
衛
門
丸
・
鶴
の
丸
・
三
の
丸
・
新
丸
に
分
れ
、
各
丸
に
は
大
小
の
別
は
あ
る
が
、
石
塁
を
以
て
区
別
せ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
石
塁
に
用
い
た
石
は
、
全
部
が
郊
外
戸
室
山
産
の
も
の
で
、
淡
い
青
と
赤
の
二
種
、
青
戸
室
石
・
赤
戸
室
石
と
称
え
ら
れ
て

い
る
。戸

室
石
は
加
賀
藩
が
厳
重
な
保
護
を
加
え
た
も
の
で
、
こ
れ
が
使
用
は
藩
許
を
得
な
い
限
り
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
戸

室
石
の
み
を
用
い
て
築
城
さ
れ
た
金
沢
城
は
、
わ
が
国
築
城
史
上
の
異
彩
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
後
藤
氏
は
歴
代
こ
の
石
工
技
術
を

あ
な
う
か
た

以
て
加
賀
藩
主
に
仕
え
た
穴
生
方
で
あ
る
。
こ
の
た
び
同
家
相
伝
の
秘
籍
文
献
の
総
べ
て
が
弊
館
に
収
蔵
さ
れ
、
金
沢
披
築
塁
の
偉
大
な

技
術
を
探
求
し
て
得
ら
れ
な
か
っ
た
学
界
に
、
公
開
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。
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初
代

杢
兵
衛

基
和

-
彦
八
と
称
ヘ
、
兄
叉
兵
衛
基
次
か
ら
築
塁
の
秘
伝
を
受
け
た
、
加
賀
穂
祖
前
田
利
家
に
召
出
さ
れ
て
御
母
衣
役
と
な
っ
た
が
、
幸
姫

(
糊
時
蹴
)
が
篠
原
出
羽
守
ヘ
御
輿
入
の
時
随
従
し
、
慶
長
四
年
に
は
二
代
利
長
の
命
に
よ
り
、
正
式
に
篠
原
の
家
臣
と
な
り
、
米
百
俵

を
受
け
た
。

元
和
八
年
三
代
藩
主
利
常
の
命
に
よ
り
、
篠
原
家
か
ら
召
返
さ
れ
、
名
を
杢
兵
衛
と
改
め
、
知
行
七
拾
石
、
組
外
組
、
穴
生
役
を
仰

せ
つ
か
り
、
御
石
垣
御
用
を
勤
め
た
が
、
寛
永
十
三
年
十
一
月
に
病
死
し
た
。

二
代

杢
兵
衛

永
和

一(3 )ー

父
の
後
を
継
ぎ
、
組
外
組
、
穴
生
役
を
勤
め
た
が
、
寛
永
十
七
年
利
常
に
従
っ
て
小
松
ヘ
移
っ
た
、
明
暦
三
年
江
戸
城
修
補
の
時
、

派
遣
さ
れ
て
、
同
城
天
主
台
御
石
垣
御
用
を
勤
め
て
特
技
を
顕
は
し
た
が
、
完
成
し
て
帰
途
病
を
出
し
、
万
治
二
年
二
月
死
亡
し
た
。

三
代

権
兵
衛

和
法

万
治
二
年
八
月
跡
目
相
続
、
切
米
弐
拾
九
俵
を
受
け
、
・
寛
文
五
年
三
月
弐
拾
俵
加
増
し
て
四
拾
九
俵
と
な
っ
た
、
金
沢
城
中
御
石
垣

小
松
城
御
石
垣
、
能
州
石
動
山
石
垣
、
越
中
所
k

橋
台
並
川
除
方
御
用
、
江
州
大
津
・
海
津
御
旅
屋
石
垣
、
御
露
路
御
用
等
を
勤
め
、

天
和
二
年
に
は
小
松
城
北
目
請
の
幕
府
進
達
絵
図
を
調
製
し
た
、
そ
の
後
病
身
と
な
り
、
宝
永
三
年
十
一
月
死
去
。

四
代

杢
兵
衛

友
和



宝
永
四
年
七
月
幼
少
で
あ
っ
た
が
、
特
に
切
米
四
拾
俵
を
受
け
て
相
続
し
、
享
保
十
二
年
十
一
月
に
拾
俵
を
加
増
さ
れ
て
五
拾
俵
と

な
っ
た
、
明
和
元
年
に
勤
続
五
十
八
年
を
賞
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
間
披
中
御
石
垣
御
用
と
浅
野
川
橋
台
石
垣
構
築
両
度
の
御
用
を
勤
め

て
い
る
、
同
年
二
月
老
齢
の
故
を
以
て
特
に
子
息
用
助
に
代
役
を
仰
付
け
ら
れ
た
、
明
和
元
年
八
月
死
亡
。

五
代

用

助

直
和

享
保
十
九
年
二
月
御
城
中
御
石
垣
御
用
見
習
、
明
和
元
年
父
の
代
役
、
同
年
閏
十
二
月
跡
目
を
相
続
し
て
御
石
垣
御
用
を
勤
め
た
、

安
永
二
年
戸
室
山
か
ら
石
切
出
御
用
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
五
年
に
戸
室
山
の
仮
小
屋
え
詰
め
、
同
七
年
御
石
引
出
御
用
を
仰
付
け
ら
れ
、

戸
室
山
道
の
内
新
保
村
領
等
難
所
の
道
路
を
山
手
え
附
替
を
な
し
、
道
奉
行
に
山
奉
行
を
兼
帯
し
た
、
天
明
五
年
十
二
月
に
は
五
十
ナ

年
勤
続
の
褒
美
と
し
て
、
養
子
彦
三
郎
を
召
出
し
切
米
三
拾
俵
、
穴
生
役
を
仰
付
け
ら
れ
た
、
享
保
十
九
年
に
は
六
拾
ナ
年
勤
続
、
寛

六
代

彦
三
郎

不u
陸

一(4 )ー

政
五
年
正
月
老
衰
死
亡
し
た
。

定
番
御
歩
栗
山
与
太
夫
の
二
男
、
安
永
七
年
養
子
と
な
り
、
天
明
四
年
御
城
中
御
石
垣
御
用
見
習
、
同
五
年
九
月
本
役
と
な
り
、
父

死
後
相
続
し
て
切
米
五
十
俵
を
受
け
た
、
寛
政
十
一
年
地
震
に
よ
り
破
損
し
た
域
内
石
垣
絵
図
を
調
製
幕
府
ヘ
提
出
し
、
戸
室
山
御
石

切
の
道
奉
行
に
山
奉
行
を
兼
帯
、
同
十
二
年
に
は
定
御
普
請
役
と
な
っ
た
。

寛
政
十
一
年
の
地
震
以
降
文
化
八
年
ま
で
の
修
築
工
事
に
は
昼
夜
兼
行
で
勤
務
に
精
励
じ
、
功
を
重
ね
、
賞
せ
ら
れ
る
こ
と
数
度
に

の
ぼ
り
、
特
に
文
化
五
年
二
之
丸
御
殿
焼
失
に
よ
る
普
請
完
成
の
時
は
、
殿
様
か
ら
御
上
下
を
拝
領
、
同
十
二
年
よ
り
城
内
高
石
垣
普

請
に
際
し
て
は
、
足
代
・
桟
橋
の
仕
法
に
特
別
の
工
夫
を
加
へ
た
L

め
拾
俵
を
加
増
せ
ら
れ
た
、
天
明
四
年
か
ら
文
化
十
四
年
ま
で
の

普
請
は
大
小
七
拾
壱
ク
所
、
坪
数
で
凡
そ
三
千
四
百
坪
余
、
御
作
事
所
手
合
、
土
居
崩
所
、
割
場
手
合
、
御
掃
除
等
合
計
四
拾
参
ナ
所

(ム

i
怜ー
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戸
室
山
御
石
割
御
用
は
天
明
四
年
よ
り
文
政
一
元
年
ま
で
三
十
一
ナ
年
に
一
旦
り
、
岡
山
よ
り
抜
へ
の
石
引
出
御
用
は
右
年
限
の
内
十
三
ナ

年
、
天
明
四
年
よ
り
文
政
二
年
ま
で
都
合
三
十
六
ナ
年
と
な
る
、
文
政
三
年
二
月
二
十
二
日
、
二
之
丸
御
殿
ヘ
召
さ
れ
、
特
に
八
拾
石

を
受
け
、
同
二
年
四
月
よ
り
竹
沢
御
殿
の
石
垣
御
用
を
勤
め
、
同
五
年
十
一
月
完
成
ま
で
に
数
度
白
銀
を
賞
賜
せ
ら
れ
た
。

文
政
八
年
十
二
月
廿
五
日
弐
拾
石
を
加
増
さ
れ
て
百
石
と
な
っ
た
が
、
同
十
一
年
一
月
五
日
病
夜
し
た
、
そ
の
著
金
城
深
秘
録
四
巻

は
文
政
八
年
の
筆
で
、
久
し
き
に
亘
り
城
内
に
奉
仕
し
て
得
た
知
識
の
集
大
成
し
た
も
の
で
、
金
沢
城
叉
は
城
廓
研
究
の
好
資
料
で
あ

る
七
代

久
兵
衛

保

初
名
は
丈
跡
、
小
松
御
馬
廻
御
番
頭
支
配
阿
部
佐
右
衛
門
の
四
男
、
文
政
六
年
十
二
月
養
子
と
な
っ
た
、
同
七
年
四
月
御
城
中
御
石

一(5 )ー

垣
井
戸
室
山
御
石
切
出
等
御
用
見
習
、
文
政
十
一
年
七
月
遺
知
百
石
を
相
続
し
、
天
保
元
年
六
月
戸
室
山
奉
行
、
道
奉
行
を
兼
ね
た
が

安
政
三
年
八
月
二
十
二
日
病
死
し
た
。

八
代

杢
兵
衛

和
敬

弘
化
二
年
御
城
中
御
石
垣
、
戸
室
山
石
切
出
等
御
用
見
習
、
嘉
永
四
年
十
二
月
召
出
さ
れ
て
切
米
三
拾
俵
、
同
六
年
五
月
戸
室
山
奉

行
、
道
奉
行
を
兼
帯
し
た
、
安
政
二
年
二
月
地
震
の
た
め
幕
府
ヘ
提
出
の
絵
図
調
製
、
同
三
年
十
二
月
跡
目
相
続
し
て
百
石
拝
領
、
同

六
年
高
岡
繁
久
寺
の
廟
所
御
灯
鐘
を
修
覆
、
文
久
二
年
小
松
城
御
本
丸
御
石
垣
修
覆
御
用
、
慶
応
三
年
金
谷
御
殿
御
普
請
御
用
主
附
を

命
ぜ
ら
れ
、
同
年
三
月
十
六
日
定
番
御
歩
並
次
列
と
な
っ
た
、
同
年
八
月
病
死
。

九
代

文
次
郎

和
信

石
川
県
警
察
官
、
金
沢
市
書
記
を
臆
任
し
、
昭
和
三
年
六
月
二
十
一
日
死
亡
(
六
十
七
才
〉
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十
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一
富
士
産
業
研
究
所
に
勤
務
、

郊
外
浅
川
村
下
回
上
居
住
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